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すべ り地形 とは,過去において地すべ りが発生 した
と判定される区域である.ただし,地すべ りとして
の残留土塊が認められないものは,他の形状が地す
べ り地形的であっても,それは地すべ り地形 と断定
することを保留 した. こうして得 られた地すべ り地
形は,図- 1にまとめた.この図にあげた主な地す
べ り地に関 しては,山野井 (1989)が解説をしてい
るので,小論では主な地すべ り地形やそれに関連 し
た現象を末尾に写真で紹介するにとどめたい.
図- 2には,図- 1の地すべ り地形図と同じ範囲




は断層 といった地質構造 と,特にかかわって発生 し
たという関係 もこの区域では認められない.このよう
に,地すべ り地形は地質 との関係はうす く,むしろ地
形 との関連において特定される場所に集中している傾
向が認められている.すなわち,地すべ り地形は乱川









係 といったものを超えたより大 きな地質 ･地形上の
要因によって進行 した侵食作用の結果 とみるべきで
? ? ???
図- 1 地 すべ り
地形図
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あろう.侵食は地殻の運動によって蓄積されたポテ
ンシャルエネルギーの開放であり,それは地表水 (浅




































































強い侵食作用が働 く部位 となり,崩壊や地すべ りの
発生の萌芽 となっていたであろう(図- 5,A).こ
のように村山変動の開始によって盆地 と山地の対照




づ くにつれ,前述の崩芽 となった部分は, この周辺
がいわば ｢崩壊前線｣ となって, これに先行 して形
成されていた細 く深い河道や支谷をさらに広げていっ
たであろう. この時期の侵食 は激 しく,崩壊前線














































後 は, もはや激 しい侵食 は起 らず,陵線部は近接す
る支谷 と共に,おだやかな侵食によって,より一層
鋭利な分水嶺 と化 していったのであろう. こうして
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楠峰か ら寒風山に至 る県境郡にわずかに残 るのみで
ある(図- 1の斜線部). これ らは,あまりにも小域















噴出物によるもの という考 えもある. しかし船形火









通の山頂 とする丹生川 (丹生川区) と大倉川 (広瀬
川区)の ものを記入 しておいた. この図で明 らかな
ように,大滝川が古斜面 を通過 す る部分 (図- 1
では朝 日川の上流 とほぼ同 じ状況)は河床勾配 はな
だ らかで,崩壊前線に先行する幼年期的な谷 となっ
ていることがわかる.さらにこのなだらかな河床の
下流部の急勾配 に転ずる付近か ら下流域では,い く
つかの新 しい地すべ り地が密集 している.このこと
は,かつて西側の山形県側の斜面にも崩壊前線があ
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お わ り に
以上述べてきたように,乱川区の侵食は村山変動
の開始 とともに ｢山砂利｣の形成されるような ｢発
生期の侵食｣が起 った.やがて激 しい侵食が崩壊前
線付近を主体に生 じ,古斜面を急激 に侵食する ｢最
盛期の侵食｣が進行 した.そして現在は古斜面が侵
食され尽 された後の ｢衰退期の侵食｣が進行 してい
る時期に至っていると解釈することができる.
このように進行 してきた侵食作用の中で,乱川区























史的にみてい くならば,そこにある地すべ りが今 ど
のような段階にあり,そして今後 どうなっていくか
といった地すべ りの進展の予測が可能になるであろ
う. こうした解析 こそが真に有効な地すべ り対策の
基本になると信ずる.
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写真-2 ムタロ沢地すべ り滑落土塊の冠頭部を埋める湿地堆積物
ムクロ沢地すべ りの 1次滑落崖は,最大幅が約 21(mにも達 している.写真は2次地すべ りの
際に生 じた南東側土塊の大亀裂で,現在ではほとんど埋め立てられて湿地 と化 している. こ
こにはキンコウカなどのユ リ科やスゲ科を主体 とした湿地特有の植物群落がみられる.
写真- 3 堂木沢山の地すべ り斜面 と,そのせ き止めによって生 じた沼沢沼
沼沢沼は,最長幅が約400mの湖である.写真左側の生木沢山の崩壊 した斜面 は,現在,県の
畜産試験場の放牧地 となっている.放牧場の入口は先端土塊部であるため急傾斜 とな り,そ
この道路の切 り割 り部では,大 きく破砕された崩積土塊の断面 を見ることができる.
写真-4 天童高原の古い地すべ りによる緩斜面 と面白山
この付近一帯 は紅葉川水系にも及んでいた地すべ り地であるが,古い地形であるため原形は
消失 している.緩斜面の下には,安山岩の角磯を主体 とした崩積土が厚 く堆積 している.こ
この斜面の上部は面白山の陵線部にまで連なる広大なものである.
